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＊Halfway 

 いつも中間地点の心意気で 

＊World 

世界を目指す 

＊Every “ware” 

 なんでも揃う桑野 

＊Safety 

 命を預かるボートを造ることの重さ 

BOAT TIMES の配信停止を希望される方は、お手数ですが FAX(077-573-8002) または E-mail(kuwano@k-boat.co.jp)で弊社まで

ご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。次号は 5/20発行予定です。 

●ニューアイテム ご紹介 
＊スピードコーチ GPS with HR 

 大好評のスピードコーチ GPSに心拍数表示機能が追加されました。GPSでスピ

ードを計る機能に加え、心拍数も無線で表示が可能です。価格は￥51,000（税

抜）で、トランスミッターは付属品に含まれています。今までの心拍数を表示

しないタイプも引き続き販売します。 

＊プレート式 SRD KS-R500 

 SHIMANO から発売されている SRDに新しいタイプが登場しました！KS-R500は

写真のようにスイングするバーチャルピボットをアルミプレートに取り付け

て使用します。プレートはご使用になられている艇に合わせて桑野で作成しま

すので、ストレッチャーボードさえあれば取り付けることができます。従来の

SRDと比べて、スタンスを変えるなどの調整範囲は制限されますが、取り付け

などは大幅に楽になります。SRDの導入用に最適です。 

税抜き価格は一式￥33,500（KS-R500 のみ￥29,000、専用アルミプレート

￥4,500）です。アルミプレートは通常のシューズを取り付けての使用も可能

です。 

新商品について何かご不明な点等ありましたらお気軽にお問い合わせください。

パーツショップからのご注文も可能です。 

●お知らせ 
＊下記大会に出店します 

＜朝日レガッタ＞   5月 3日（土）～6日（火） ＠滋賀県・琵琶湖漕艇場 

＜軽量級選手権＞   5月 16日（金）～18日（日）＠埼玉県・戸田ボートコース 

＜全日本マスターズ＞ 5月 24日（日）～25日（日）＠群馬県・城沼ボートコース 

朝日レガッタ・軽量級選手権では現地にメンテナンススタッフも常駐します。パーツの受け渡しや、艇修理依頼等ありましたら事

前にご連絡ください。大会とは関係のない艇の修理も承りますので、お気軽にご相談ください。 

＊朝日レガッタ コーチセミナーのご案内 

5月 4日(日) 16：30～20：30(受付 16：00～)／瀬田漕艇倶楽部 クラブハウス 2階／参加費 一般 2,000 円 公認指導者 1,000円 

昨年、現役を引退された岩本亜希子さんを講師に迎え、競技生活を振り返ってコーチングに役立つトップアスリートとしての体験

をお話いただきます。また、大越将洋さんには艇やオールなどボートの道具について解説いただきます。 

詳細は瀬田漕艇倶楽部 HPをご覧ください→http://www.setarc.jp/2014/04/seminar/ 

＊工場見学お待ちしています 

朝日レガッタ開催中（5/3～6）は通常通り工場を稼働します。普段乗っている艇が造られている様子を見に来ませんか？ 

また、3・4日は完成したばかりの新社屋もご覧いただけます。事前にお電話いただくか、会場の桑野テントでお声かけいただけた

ら何人でも大丈夫ですので、ご来社お待ちしています！ 

＜見学可能時間＞ 堅田工場 平日・朝日レガッタ開催中 AM 9：00～PM 5：00 ／ 新工場 3日(土)～4日(日) AM 9：00～PM 6：00 

今シーズンのレースも各地で始まっていますね。特に、冬場に水域を閉鎖している北

国の皆さんにとっては待ち遠しかった新しいシーズンでしょう。高校選抜では、桑野

はメンテナンススタッフとしてお手伝いし、またショップも出させていただき、私も

現地を訪ねました。第一日目は、天候も悪化し、運営サイドもご苦労されたと思いま

すが、ラフコンディションの中を漕がれたクルーの皆さんは、本当に大変だったと思

います。ロウイングは言うまでもなく、自然の中でのスポーツ。なかなか思い通りに

いかないことも多くありますが、その中で私たちは心を鍛え、また安全力を身につけ

ていきましょう。桑野も、クルーの皆さんの大切な命を預かる艇を、思いを込めて作

っていきます。                       【小澤】 
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